
◇発行／北海道美幌町議会　◇編集／議会運営委員会

広報の発行は、5月・8月・11 月・2月の年 4回です。

No.244 令和4年5月1日

	 行政報告・補正予算など	……………… 2P

	 令和４年度予算質疑	…………………… 4P

	 決議・意見書	…………………………… 6P

	 一般質問 	　11人登壇	 ………………… 6P

	 会議システム及びタブレット端末を導入します	… 18P

	 １月臨時会・２月臨時会	……………… 20P

３月定例会のあらまし

こんなことを聞きました

議会ＩＣＴ化を推進します

こんなことを決めました

３月３０日　育成強化選手奨励金交付式
　スポーツ団体などから強化指定を受けた中
高生に対して奨励金が交付され、中高生から
は「全国大会入賞を目指して頑張りたい」と
抱負が述べられました。

よ り 大 き な 舞 台 で 活 躍 を ！



令和 4年 5月 1 日発行 No.244びほろ町ぎかい

（2）

【２日】町長から行政報告を受けた後、オホーツク町村公平委員会委員の選任、補正予算など、令和３年度関連議
案を審議し、原案どおり可決しました。続いて、令和４年度関連議案を一括上程し、町政執行方針と教育行政
執行方針が示された後、議員１名（戸澤）が一般質問に登壇して、まちづくりなどについて活発な議論が交わ
されました。

【３日】議員５名（藤原・木村・馬場・伊藤・松浦）が一般質問に登壇し、健康推進、美幌町の将来像、種イモ確保対策、
町長マニフェスト、新型コロナ対策などについて活発な議論が交わされました。

【４日】議員５名（上杉・稲垣・大江・坂田・髙橋）が一般質問に登壇し、学校ＩＣＴ教育、町長の政治姿勢、新
型コロナ対応、教育行政、町道改良などについて活発な議論が交わされました。その後、１件の決議案を可決
しました。

【７日】各担当部長から新年度関連議案について説明を受けました。
【８､ ９日】休憩中に各議員が新年度予算案に対する疑問点を整理し、関係部局へ資料を要求しました。
【１０､ １１日】議決休会とし、各議員が資料を要求したものに対して関係部局が資料を作成しました。
【１４､ １５､ １６日】新年度予算案など議案に対する質疑を行いました。
【１７日】新年度予算案に対する質疑を行い、会派等審議を行った後、新年度関連議案の表決が行われ、すべて原

案どおり可決しました。その後、町長から追加行政報告を受けた後、１件の意見書案を可決し、定期監査報告
などの報告を受け、各常任委員会からの「閉会中の継続調査」の申し出を承認して、全日程を終了し閉会しま
した。

◆ご寄附について
　本田忠盛様から、町の教育充実のために役立てていただきたいと３００万円のご寄附をいただきました。ご厚志
をありがたくお受けし、ご趣旨に沿って活用してまいります。

◆新型コロナウイルス感染症対策について
　本町では、本年に入り新規感染者の確認がなされ、また町内初となるクラスターが町内の医療機関において発生
するなど、本年１月９日以降において、これまでに非常に多くの新規感染者が確認されております。引き続き、多
くの町民の皆様に接種の機会を得て頂けるようワクチン接種の勧奨に努めてまいりますとともに、美幌医師会をは
じめ、各方面の皆様との連携と情報交換を図りながら、早期に、速やかに接種を行うことができるよう取り組んで
まいります。
　今後におきましても、町民皆様の命と健康を守るため、ワクチン接種をはじめとした感染拡大防止対策を積極的
に進めながら、あわせて社会経済活動との両立に向け必要な支援策を講じ、１日も早く日常生活を取り戻していけ
るよう全力を尽くしてまいります。

◆美幌町出身者の北京オリンピック冬季競技大会出場結果について
　中国・北京オリンピック冬季競技大会に、美幌町出身の選手２名が日本代表として出場し活躍しました。
一戸誠太郎選手（スピードスケート）、石田正子選手（クロスカントリースキー）の輝かしい勇姿は、多くの町民
の皆さんに勇気と感動を、そして子ども達に夢と希望を与えていただきました。今後とも、一戸選手、石田選手に
おかれましては、世界の大舞台でのさらなるご活躍を心からご期待申し上げます。

◆美幌町立国民健康保険病院の医師確保について
　令和４年４月１日付けで草野学内科医師を採用しました。今後も引き続き、地域医療を守り、良質な医療サービ
スを提供するため、必要な医師確保に取り組んでまいります。

３月定例会のあらまし

町長の行政報告 (要旨 )

3月定例会 3
月
定
例
会
の
概
要

新年度予算、条例改正などを審議
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こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

◆令和３年度美幌町一般会計補正予算（第 １６ 号）　3,340 万円
　町道除排雪作業などのため急を要し専決処分をしたことを承認しました。

◆美幌町みどりの村条例の一部改正
　休憩施設を移住相談施設に活用するため、みどりの村の施設から除く改正など
◆美幌町奨学金条例の一部改正
　奨学金の利用向上を図り、更なる教育環境を整えることを目的に貸付上限額及び償還期間を改正

◆美幌峠レストハウス展望休憩室（美幌商工会議所）
◆美幌ターミナル物産センター（美幌観光物産協会）
◆美幌みどりの村（一般財団法人美幌みどりの村振興公社）

◆一般会計
　地方交付税の追加交付に伴う財政調整基金への積立金　　　　　　　　　　1億1,228万円
　新型コロナウイルス感染拡大防止に係る抗原体検査キットの追加購入経費　　326万7千円　の増額など

◆特別会計・企業会計
・国民健康保険特別会計
　　直営診療施設繰出金の増額など
・介護保険特別会計
　　施設介護サービス給付事業負担金の減額など
・公共下水道特別会計
　　建設事業費の確定に伴う減額など
・個別排水処理特別会計
　　個別浄化槽設置工事費の確定に伴う減額
・水道事業特別会計
　　水道管路整備事業費等の確定に伴う予算整理
・病院事業特別会計
　　新型コロナウイルスワクチン接種等に係る予算整理

◆オホーツク町村公平委員会委員     ◆固定資産評価審査委員会委員     ◆人権擁護委員
　五　島　　　巧　氏（新）　　　　	　原　　　智　晴　氏（再）														　杢　師　美和子　氏（再）

専 決 処 分 の 承 認

条 例 改 正

指 定 管 理 者 の 指 定

補 正 予 算

人 事 案 件

令和3年度関連議案

令和4年度関連議案

選任の同意、推薦の決定をしました。

令和３年度補正予算（一般会計・４特別会計・
２事業会計）はすべて原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

すべて原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

すべて原案どおり可決しました。
（　）内が選定された指定管理者

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 （第１７号） 4,9１4万2千円 １23億6,855万6千円

国民健康保険特別会計 （第３号） ７35万6千円 26億3,209万5千円

介 護 保 険 特 別 会 計 （第４号） △3,049万4千円 20億5,55７万6千円

公共下水道特別会計 （第３号） △2,64７万5千円 １0億9,１36万6千円

個別排水処理特別会計 （第２号） △１5７万円 １億１,603万5千円

水 道 事 業 会 計 （第２号） △3,１83万6千円 １3億9,638万７千円

病 院 事 業 会 計 （第２号） △8７3万円 23億9,9１4万円

各会計補正額と補正後の総額

※（　　）内は、補正回数

　そのほか、令和３年度関連議案として町道路線の廃止及び条例改正を、令和４年度関連議案
として規約の変更が審議され、すべて原案どおり可決しました。

美幌峠レストハウス展望休憩室
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令
和
4
年
度
当
初
予
算
こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

移
住
相
談
等
環
境
構
築

業
務
委
託
料

（
１
億
４
７
万
１
千
円
）

問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
多
様
な
働
き
方
に

対
応
す
る
た
め
、
移
住

相
談
者
や
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
契
約
企
業
、
地

元
住
民
な
ど
の
多
様
な

主
体
に
よ
る
交
流
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
と
移
住
定
住
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
美
幌
み
ど
り
の
村
敷

地
内
に
あ
る
休
憩
施
設

を
移
住
相
談
施
設
へ
改

修
し
た
う
え
で
、
移
住

相
談
業
務
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。

庁
舎
防
災
資
機
材
備
蓄

倉
庫
建
設
工
事

（
４
６
１
８
万
２
千
円
）

問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
避
難
所
開
設
に
必

要
と
な
る
資
機
材
な
ど

を
迅
速
に
運
搬
す
る
た

め
に
は
限
ら
れ
た
人
員

か
ら
も
庁
舎
の
隣
接
地

が
理
想
で
あ
り
、
庁
舎

改
築
に
あ
た
り
北
側
敷

地
が
利
用
可
能
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
建
設
す
る

も
の
で
あ
る
。
新
設
す

る
倉
庫
に
は
避
難
所
開

設
の
際
、
一
次
的
に
使
用

す
る
資
機
材
を
集
約
し

即
時
搬
送
す
る
た
め
の

拠
点
倉
庫
と
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
基

盤
等
整
備
事
業
費
補
助

金（４
７
２
９
万
３
千
円
）

問
　
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
令
和
５
年
４
月
開

設
予
定
の
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
施
設

の
整
備
に
か
か
る
北
海

道
か
ら
の
間
接
補
助
金

と
し
て
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
等
整
備
等
助

成
事
業
、
介
護
施
設
等

の
施
設
開
設
準
備
経
費

等
支
援
事
業
な
ど
を
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
広
域
化

基
本
計
画
策
定
業
務
負

担
金

（
１
５
１
万
５
千
円
）

問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
１
市
４
町
（
網
走

市
、
斜
里
町
、
小
清
水

町
、
大
空
町
、
美
幌
町
）

で
構
成
す
る
斜
網
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
一
般
廃
棄
物
処

理
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
調
整
及
び
統

合
し
、
一
般
廃
棄
物
の

可
燃
ご
み
な
ど
の
適
正

な
処
理
を
検
討
す
る

た
め
、
構
成
市
町
の
関

連
計
画
を
踏
ま
え
た
中

で
、
ご
み
処
理
発
生
量

及
び
処
理
量
の
見
込
み
、

ご
み
の
排
出
抑
制
の
た

め
の
方
策
に
関
す
る
事

項
な
ど
を
整
理
し
、
圏

域
と
し
て
の
「
一
般
廃
棄

物
処
理
広
域
化
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費
、

次
期
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
、

移
住
定
住
施
策
の
充
実
な
ど

　

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
地
域
経
済
へ
の
影
響
、高
齢
化

に
よ
る
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想

さ
れ
る
中
、第
６
期
美
幌
町
総
合
計

画
の
着
実
な
推
進
及
び
第
２
次
美
幌

町
財
政
運
営
計
画
に
沿
っ
た
予
算
編

成
作
業
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
経

費
の
ほ
か
、次
期
廃
棄
物
処
理
施
設

の
整
備
や
移
住
・
定
住
施
策
の
充
実
、

新
た
な
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の

確
立
と
い
っ
た
町
長
重
点
政
策
に
掲

げ
る
事
業
な
ど
を
積
み
上
げ
た
結
果
、

一
般
会
計
は
１
１
６
億
円
の
予
算
規

模
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、一
般
会
計
の
主
な
予
算

質
疑
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
1
1
6
億
5
千
4
1
5
万
2
千
円

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

美幌みどりの村休憩施設
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砂
糖
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
事
業

（
１
４
０
万
７
千
円
）

問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
砂
糖
の
消
費
が
大
き

く
落
ち
込
ん
で
お
り
、

主
な
原
因
は
お
土
産
品

の
生
産
減
や
外
食
産
業

で
の
消
費
低
迷
と
な
っ
て

い
る
。
日
本
甜
菜
製
糖

㈱
美
幌
製
糖
所
が
所
在

す
る
当
町
に
お
い
て
、
砂

糖
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
で
、
砂
糖
消
費
の

回
復
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

観
光
物
産
協
会
補
助
金

（
１
３
１
３
万
４
千
円
）

問
　
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
地
域
資
源
を
活
用

し
た
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の

発
掘
及
び
教
育
旅
行
の

推
進
並
び
に
誘
客
企
画

事
業
な
ど
を
引
継
ぎ
、

美
幌
町
観
光
振
興
革
新

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら

れ
た
事
項
を
継
続
し
て

取
り
組
み
、
観
光
物
産

振
興
事
業
の
推
進
を
図

る
た
め
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
の
統
合

に
伴
い
予
算
を
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

体
験
観
光
推
進
事
業

（
１
４
２
４
万
１
千
円
）

問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
個
人
事
業
主
と
し

て
ガ
イ
ド
資
格
取
得

や
新
た
な
体
験
観
光
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
、
ガ
イ
ド

仲
間
と
の
協
力
体
制
確

立
な
ど
、
今
後
の
美
幌
町

の
体
験
型
観
光
の
推
進

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン・立
地
適
正
化
計
画

策
定
業
務
委
託
料

（
１
０
５
０
万
円
）

問
　
業
務
内
容
は
。

答
　
現
況
及
び
住
民
意

向
の
把
握
と
分
析
、
住

民
と
の
合
意
形
成
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
２
年
を
策
定
期
間

と
し
て
想
定
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
は
①
現
状

分
析
、
関
連
計
画
・
施
策

な
ど
の
整
理
、
②
住
民

意
向
調
査
の
実
施
、
③

現
状
及
び
将
来
見
通
し

に
お
け
る
課
題
の
分
析

な
ど
を
業
務
委
託
す
る

も
の
で
あ
る
。

美
幌
高
等
学
校
教
育
支

援
事
業
補
助
金

（
９
１
２
万
１
千
円
）

問
　
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
前
年
度
の
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、

令
和
４
年
度
か
ら
１
年

生
の
希
望
者
に
対
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
利
用

料
補
助
を
拡
充
し
、
新

規
に
道
外
生
徒
帰
省
費

補
助
及
び
魅
力
化
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。

農
林
水
産
業
費

商
工
費

土
木
費

教
育
費

美幌高校

一般会計歳出予算と主な事業 ◆新規事業　　◇拡充事業　　（対前年比）
議　　会　　費 ７，９５８万２千円 （△２．３％）
総　　務　　費 ８億９，８３１万３千円 （△５．６％）

　◆移住相談等環境構築業務委託料 １億４７万１千円
　◆デマンドバス運行実証実験業務委託料 ５４８万７千円
　◆庁舎防災資機材備蓄倉庫建設 ４，６１８万２千円
　◆デジタルトランスフォーメーション対策業務委託料 １，９２１万８千円

民　　生　　費 ２７億１，４１３万９千円 （４．９％）
　◆コミュニティセンタートイレ洋式化改修工事 ７７０万３千円
　◆介護サービス提供基盤等整備事業費補助金 ４，７２９万３千円

衛　　生　　費 １２億７，５８０万４千円 （１０．５％）
　◆ごみ減容化等のための機械・車両 ８，１７３万円
　◆第Ⅳ期最終処分場整備計画策定業務委託料 ２，９９３万１千円

労　　働　　費 ２，４４８万２千円 （△４．８％）
農林水産業費 ７億１，７３１万５千円 （１２．２％）

　◆砂糖消費拡大ＰＲ事業 １４０万７千円

商　　工　　費 ５億１，４００万５千円 （３．４％）
　◇観光物産協会補助金 １，３１３万４千円
　◇体験観光推進事業 １，４２４万１千円

土　　木　　費 １２億６６５万１千円 （８．０％）
　◆稲美橋補修工事 ４，６００万円
　◆都市計画マスタープラン・立地適正化計画策定業務委託料 １，０５０万円

消　　防　　費 ４億４，９７７万１千円 （５．０％）
教　　育　　費 ８億６，８６６万９千円 （１４．５％）

　◇美幌高等学校教育支援事業補助金 ９１２万１千円
　◇小学校ＩＣＴ教育環境整備事業 ２，６２８万９千円
　◇中学校ＩＣＴ教育環境整備事業 １，１５６万５千円

公　　債　　費 １０億２，７９０万９千円 （３．５％）
職 員 給 与 費 １８億７，６５１万２千円 （△２．２％）
予　　備　　費 １００万円 （０．０％）
合　　　　　計 １１６億５，４１５万２千円 （４．５％）

観光振興革新戦略ビジョン
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こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

１ 件 の 決 議 案 を 可 決 し 関 係 機 関 へ 提 出

１ 件 の 意 見 書 案 を 可 決 し 関 係 機 関 へ 提 出

　令和４年３月定例会では、１件の決議案を可決し関係機関へ提出しました。主な内容は次のとおりです。

　令和４年３月定例会では、４件の意見書の提出を求める要請・陳情のうち、１件の意見書案を可決し国など
の関係機関へ提出しました。主な内容は次のとおりです。

ロシア連邦によるウクライナ侵略を厳しく非難し、平和的解決を強く求める決議（要旨）

地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書（要旨）

　本年２月２４日から開始されたロシア連邦によるウクライナへの侵略は、国
際社会の平和と安全を著しく損なう暴挙であり、「核兵器の先制使用」とのプー
チン大統領の発言に至っては世界で唯一の被爆国・日本にとって絶対に許しが
たいものであり、即刻撤回を求めるものである。このような力による一方的な
現状変更の試みは国際秩序の根幹を揺るがす明白な国際法違反であり、断じて
許すことはできない。
　よって、美幌町議会は、ロシア連邦によるウクライナ侵略を厳しく非難する
とともに、国際法を遵守し、軍の即時撤退と平和的解決を行うよう強く求める。

１　カーボンニュートラルの実現を着実に行うこと。
２　海水温上昇に伴う水産漁業等被害の実態調査を行うこと。
３　被害対策の策定と支援を行うこと。
４　長期的な水産振興策の策定と支援を行うこと。
５　赤潮発生による被害対策と漁業支援及び地域支援を行うこと。
６　コロナ禍において、飲食店自主規制により魚価安のダメージを受けている　
　水産漁業関連、地域経済に対し、緊急の経済支援策を行うこと。

【提出先】ロシア連邦大統領

【提出先】内閣総理大臣　外

■
戸
澤　

義
典 

議
員
………
…
…	

７
頁

　
①
住
み
や
す
く
、
人
が
集
ま
る

基
盤
を
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

■
藤
原　

公
一 

議
員
………
…
…

８
頁

　
①
健
康
推
進

　
②
公
立
学
校
整
備
事
業

■
木
村　

利
昭 

議
員
………
…
…

９
頁

　
①
美
幌
町
の
目
指
す
将
来
像

■
馬
場　

博
美 

議
員
………
…
… 

１0
頁

　
①
種
イ
モ
の
確
保
対
策

　
②
ま
ち
な
か
賑
わ
い
の
施
設
整
備

　
③
社
会
教
育
施
設
環
境
の
整
備

充
実

■
伊
藤　

伸
司 

議
員
………
…
… 

１１
頁

　
①
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
②
道
立
美
幌
高
校
の
支
援

■
松
浦　

和
浩 

議
員
………
…
…	

１2
頁

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策

　
②
コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル
の
確
認
と

対
策

　
③
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

　
④
令
和
４
年
度
予
算
案
の
税
収

見
込
み

■
上
杉　

晃
央 

議
員
………
…
… 

１3
頁

　
①
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

　
②
移
住
定
住
促
進
施
策
の
拡
充

　
③
新
た
な
農
業
の
担
い
手

■
稲
垣　

淳
一 

議
員
………
…
… 

１4
頁

　
①
町
長
の
政
治
姿
勢

　
②
町
道
の
安
全
管
理

　
③
教
員
住
宅
の
管
理

■
大
江　

道
男 

議
員
………
…
…	

１5
頁

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

　
②
生
理
の
貧
困
へ
の
対
応

■
坂
田　

美
栄
子 

議
員
……
…

１６
頁

　
①
福
祉
行
政

　
②
住
宅
政
策

■
髙
橋　

秀
明 

議
員
………
…
… 

１7
頁

　
①
町
道
第
7
7
0
号
道
路
の
改

良

　
②
役
場
窓
口
機
能
の
充
実
強
化

　
③
地
域
経
済
の
活
性
化

質
問
者
と
質
問
項
目

一
般
質
問
に
は
11
人
が
登
壇

一 般 質 問 と は
　一般質問は定例会において、議員が町政全
般にわたり執行機関（町や教育委員会など）に
対し、事務執行の状況や将来に対する方針の考
え方、疑問点などについて質問するものです。
　一般質問は議員固有の権限の一つで、議案
審議とともに議会活動の中にあって最も重要
なものであり、行政の執行を監視し、建設的に
政策を論議することで、公正な行政を確保す
るものです。
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問　

第
６
期
美
幌
町

総
合
計
画
で
は
５
つ
の

基
本
目
標
の
１
つ
と
し

て
「
住
み
や
す
く
、
人

が
集
ま
る
基
盤
を
つ
く

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲

げ
て
い
る
。
そ
の
中

に
「
交
通
の
利
便
性
や

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で

あ
る
強
み
を
さ
ら
に
高

め
る
た
め
、
中
長
期
的

な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、

ま
ち
な
か
に
人
が
集
ま

り
や
す
い
環
境
を
整
え
、

に
ぎ
わ
い
を
再
生
し
ま

す
。」
と
あ
る
が
、
ま

ち
な
か
・
に
ぎ
わ
い
再

生
の
現
状
分
析
及
び
今

後
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
。

答
　
大
規
模
小
売
店

舗
の
進
出
や
町
外
へ
の

消
費
流
出
に
よ
り
、
中

心
市
街
地
の
空
き
店
舗

の
増
加
に
よ
る
空
洞
化

が
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
活
性
化

を
促
進
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
、
市
街
地
再
整
備
は

ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
は

な
く
ソ
フ
ト
施
策
と
あ

わ
せ
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
商
工
会
議

所
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

公
共
建
築
物
縮
減
目
標
達
成
は

問　

平
成
29
年
３
月

に
策
定
し
た
美
幌
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
中
の
「
ひ
と
が
つ

な
が
る
場
所
（
ま
ち
）

の
実
現
」
の
１
つ
に
公

共
建
築
物
縮
減
目
標

30
％
を
掲
げ
、
使
用
で

き
な
い
建
物
は
解
体
す

る
と
あ
る
。
昨
年
度
は

役
場
庁
舎
建
替
や
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
の
除
却

に
伴
い
、
し
ゃ
き
っ
と

プ
ラ
ザ
な
ど
へ
の
集
約

が
あ
っ
た
一
方
で
、
屋

内
多
目
的
運
動
場
の
建

設
や
役
場
庁
舎
建
替
え

時
は
複
合
化
や
統
合
な

ど
が
さ
れ
て
い
な
い
。

目
標
達
成
に
向
け
た
現

状
分
析
と
今
後
の
考
え

は
。

答		

公
共
施
設
等
の
総

量
最
適
化
の
た
め
に
、

複
合
化
・
多
機
能
化
・

統
合
・
広
域
化
・
廃
止

す
る
な
ど
、
目
標
達
成

に
向
け
て
進
め
る
考
え

に
変
わ
り
は
な
く
、
図

書
館
は
複
合
化
の
検
討

を
、
公
営
住
宅
は
長
寿

命
化
計
画
に
よ
り
管
理

戸
数
の
縮
減
を
、
ご
み

処
理
施
設
は
近
隣
市
町

と
の
広
域
化
に
よ
る
中

間
処
理
施
設
の
整
備
を

検
討
し
て
い
る
。

子
ど
も
が
集
え
る
公
園
を

問　

都
会
で
は
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る
公

園
な
ど
も
増
え
て
お
り
、

既
存
の
公
園
や
緑
地
の

整
備
だ
け
で
十
分
か
。

新
た
な
発
想
で
「
身
近

な
と
こ
ろ
で
自
然
や
う

る
お
い
を
感
じ
ら
れ
る

空
間
や
景
観
を
増
や
し
、

子
ど
も
達
が
安
心
し
て

自
由
に
集
ま
れ
る
環
境

を
つ
く
る
」
べ
き
で
は
。

答
　「
美
幌
町
公
園
施

設
長
寿
命
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
平
成
28
年
か

ら
４
ヶ
年
で
４
公
園
の

遊
具
を
更
新
し
、
公
園

施
設
の
修
繕
も
継
続
し

て
い
る
。
新
た
な
公
園

整
備
の
計
画
は
な
い
が
、

毎
年
度
実
施
し
て
い
る

遊
具
な
ど
の
法
定
点
検

結
果
を
基
に
改
築
・
修

繕
を
行
う
と
と
も
に
、

公
園
樹
木
の
管
理
を
徹

底
し
て
、
安
全
で
安
心

し
て
利
用
で
き
る
公
園

の
提
供
を
継
続
し
て
ま

い
り
た
い
。

戸
澤

　

義
典
議
員

答

ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
は
な
く
ソ
フ
ト
施
策

と
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

ま
ち
づ
く
り 

問　
今
後
の
に
ぎ
わ
い
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

公園



令和 4年 5月 1 日発行 No.244びほろ町ぎかい

（8）

問　

2
0
1
6
年
３

月
、
厚
生
労
働
省
は
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
「
50
歳
以
上
の
者

に
対
す
る
帯
状
疱
疹
の

予
防
」
の
効
能
効
果
を

追
記
し
た
が
、
美
幌
町

で
の
周
知
は
。
ま
た
、

助
成
制
度
導
入
の
計
画

は
。

答
　
老
人
ク
ラ
ブ
や

自
治
会
な
ど
の
依
頼
に

よ
る
健
康
教
育
に
お
い

て
説
明
を
行
っ
た
こ
と

は
あ
る
が
、
ほ
か
に
周

知
は
行
っ
て
い
な
い
。

国
は
定
期
接
種
化
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
影
響
に
よ
り

継
続
審
議
扱
い
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

国
の
検
討
状
況
及
び
近

隣
市
町
村
の
状
況
を
見

極
め
て
対
応
し
た
い
。

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
勧
奨
は

問　

令
和
３
年
１2
月
、

厚
生
労
働
省
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
個
別
勧
奨

の
実
施
な
ど
に
つ
い
て

通
知
し
、
市
町
村
の
役

割
と
し
て
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
定
期
接
種
の

対
象
者
ま
た
は
保
護
者

に
対
し
て
接
種
を
判
断

す
る
た
め
の
有
効
性
・

安
全
性
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

個
別
勧
奨
を
進
め
る
と

し
て
い
る
。
美
幌
町
で

の
周
知
は
。
ま
た
、
積

極
的
勧
奨
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
　
令
和
３
年
度
の

調
査
会
に
お
い
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
る
有
効

性
が
副
反
応
の
リ
ス
ク

を
上
回
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
今
後
、
個
別

通
知
を
中
心
に
広
報
紙

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
・
安
全
性
に
関
す
る

情
報
を
提
供
し
な
が
ら

勧
奨
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。公

共
学
校
整
備

危
険
箇
所
の
点
検
は

問 

小
中
学
校
を
含
め

老
朽
化
が
進
む
危
険
箇

所
の
点
検
は
。
ま
た
、

非
構
造
部
材
の
耐
震
対

策
は
。

答
　
建
築
基
準
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
特
定

建
築
物
定
期
報
告
制
度

に
よ
り
３
年
毎
に
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
令

和
３
年
３
月
の
「
美
幌

町
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
」
策
定
時
に
外
壁

や
天
井
な
ど
専
門
業
者

に
よ
る
建
物
の
点
検
を

実
施
し
、
概
ね
良
好
で

あ
っ
た
。

改
修
計
画
は

問　

学
校
は
避
難
所

と
し
て
安
全
で
利
用
し

や
す
い
場
所
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
防
災
機
能

強
化
の
た
め
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
、
空
調
、

換
気
設
備
、
ト
イ
レ
改

修
な
ど
が
必
要
と
考
え

る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

答
　
現
時
点
で
防
災

機
能
強
化
の
た
め
の
学

校
施
設
改
修
は
計
画
し

て
い
な
い
が
、
関
係
部

局
と
連
携
し
な
が
ら
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
た

い
。

脱
酸
素
化
計
画
は

問　

学
校
施
設
の

Ｚゼ

ブ
Ｅ
Ｂ
化
（
高
断
熱
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
高
効
率

空
調
）
な
ど
、
今
後
の

脱
炭
素
化
に
向
け
た
計

画
は
。

答
　
学
校
施
設
の

Ｚゼ

ブ
Ｅ
Ｂ
化
に
は
建
物
の

断
熱
化
や
省
エ
ネ
機
器

の
設
置
な
ど
多
額
の
費

用
が
発
生
す
る
た
め
、

現
状
と
し
て
計
画
は
し

て
い
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種 

問　
美
幌
町
で
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
は

藤
原

　

公
一
議
員

答

老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
な
ど
の
依
頼
に
よ
る

健
康
教
育
に
お
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
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問　

美
幌
町
の
人
口

は
１
万
９
千
人
を
切
り
、

高
齢
化
率
も
3６
％
と
決

し
て
低
く
な
く
、
今
後

も
少
子
高
齢
化
に
は
歯

止
め
が
掛
か
ら
な
い
こ

と
が
目
に
見
え
て
い
る
。

私
は
令
和
元
年
５
月
か

ら
こ
れ
ま
で
の
３
年
間

で
3１
項
目
、
テ
ー
マ
は

「
子
育
て
支
援
」、「
移

住
定
住
促
進
」、「
観
光・

経
済
対
策
」、「
人
材
育

成
」、「
学
校
支
援
」、「
不

妊
治
療
支
援
」、「
雇
用

促
進
」、「
情
報
発
信
」

な
ど
、
次
世
代
の
美
幌

町
の
た
め
に
特
に
重
要

だ
と
考
え
る
項
目
の
質

問
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
町
長
か
ら
の
答

弁
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て

に
お
い
て
「
重
要
性
の

認
識
は
あ
る
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
次
世
代
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

明
確
な
施
策
案
や
対
応

策
に
つ
い
て
は
示
さ
れ

ず
、
ま
た
美
幌
町
の
目

指
す
方
向
性
に
つ
い
て

も
感
じ
ら
れ
る
答
弁
が

無
か
っ
た
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
。
今
任
期

最
後
と
な
る
４
年
目
を

迎
え
る
町
長
に
「
こ
れ

か
ら
の
美
幌
町
を
ど
う

い
っ
た
ま
ち
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る

の
か
」、「
次
世
代
の
た

め
の
福
祉
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
」

に
つ
い
て
、
単
刀
直
入

に
お
尋
ね
し
た
い
。

答
　「
子
育
て
支
援
」

な
ど
の
各
種
施
策
は

「
第
６
期
美
幌
町
総
合

計
画
」
を
は
じ
め
と
し

た
各
種
計
画
と
、
３
歳

か
ら
５
歳
ま
で
の
幼
稚

園
、
保
育
園
に
お
け
る

給
食
費
の
無
償
化
な
ど

の
子
育
て
支
援
策
を
は

じ
め
と
し
た
「
町
長
の

重
点
政
策
」
に
基
づ
い

て
各
種
施
策
を
実
施
し

て
い
る
。「
こ
れ
か
ら

の
美
幌
町
を
ど
う
い
っ

た
ま
ち
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の

か
」、「
次
世
代
の
た

め
の
福
祉
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の

か
」
に
つ
い
て
は
、
第

１
に
「
元
気
で
活
力
の

あ
る
ま
ち
」、「
未
来
を

担
う
次
世
代
が
育
つ
環

境
に
あ
る
ま
ち
」
を
実

現
す
る
こ
と
で
「
次
世

代
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い

る
。
第
２
に
そ
の
実
現

に
向
け
た
具
体
策
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
「
町
長
の
重

点
政
策
」
で
あ
る
「
子

育
て
支
援
」、「
教
育
の

充
実
」
な
ど
の
継
続
実

施
に
加
え
て
、
新
た
に

「
移
住
相
談
拠
点
の
整

備
」
を
通
じ
た
移
住
促

進
と
関
係
人
口
の
創
出

や
「
30
人
以
下
学
級
」

の
小
学
校
１
年
生
へ
の

実
施
、「
未
来
の
ア
ス

リ
ー
ト
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
応
援
」
を
通
じ
た

人
材
育
成
を
行
う
な
ど
、

令
和
４
年
度
の
重
点
施

策
を
組
み
合
わ
せ
て
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

継
続
性
と
発
展
性
の
あ

る
事
業
を
展
開
し
、「
ふ

る
さ
と
美
幌
」
の
福
祉

と
教
育
の
増
進
と
発
展

を
図
り
、
美
幌
町
の
未

来
を
切
り
拓
い
て
ま
い

り
た
い
。

ま
ち
の
将
来
像 

問　
美
幌
町
を
ど
う
い
っ
た
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
の
か

木
村

　

利
昭
議
員

答
未
来
を
担
う
次
世
代
が
育
つ
環
境
に
あ
る
ま
ち
を

実
現
し
美
幌
町
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
た
い
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問　

後
継
者
不
足
に

よ
り
１0
年
前
に
比
べ
種

イ
モ
農
家
の
戸
数
及
び

耕
作
面
積
が
減
少
し
た

こ
と
、
干
ば
つ
な
ど
に

よ
り
種
イ
モ
が
不
足
し

て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
種
イ
モ
の
シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
や
ウ
イ
ル

ス
病
な
ど
に
対
す
る
農

薬
に
一
部
補
助
し
て
い

る
「
一
般
農
作
物
原
・

採
種
圃
設
置
事
業
」
の

病
害
虫
対
策
費
な
ど
を

見
直
し
、
現
在
の
種
イ

モ
農
家
を
守
る
べ
き
で

は
。
ま
た
、
今
後
の
将

来
的
な
種
イ
モ
確
保
対

策
の
考
え
は
。

答
　
農
作
物
の
安
定
生

産
と
品
質
保
持
を
図
る

た
め
に
は
優
良
種
子
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
種
イ
モ
の
ほ

か
小
麦
と
豆
類
の
種
子

を
対
象
に
、
Ｊ
Ａ
び
ほ

ろ
と
共
に
「
一
般
農
作

物
原
・
採
種
圃
設
置
事

業
」
に
よ
り
原
採
種
圃

を
設
置
す
る
生
産
者
に

対
し
て
病
害
虫
対
策
費

と
圃
場
管
理
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
る
。
今

後
も
Ｊ
Ａ
び
ほ
ろ
な
ど

の
関
係
機
関
と
十
分
連

携
し
、
適
切
な
圃
場
管

理
や
労
働
負
担
軽
減
な

ど
の
現
状
分
析
や
問
題

点
の
協
議
を
行
い
、
種

イ
モ
確
保
に
努
め
た
い
。

ま
ち
な
か
賑
わ
い

施
設
整
備
は

問　

近
年
で
は
中
心

市
街
地
に
お
け
る
居
住

人
口
の
減
少
、
空
き
店

舗
の
増
加
を
は
じ
め
と

す
る
商
業
機
能
の
低
下

な
ど
、
中
心
市
街
地
の

空
洞
化
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
町
内
の
市
街
地

に
た
だ
泊
ま
る
ホ
テ
ル

で
は
な
く
、
美
幌
町
や

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
魅
力
を

活
か
し
た
滞
在
型
の
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
を
誘
致
し
、

そ
の
上
で
第
２
の
道
の

駅
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
な
ど
を
含
め
た
複
合

施
設
の
ま
ち
な
か
賑
わ

い
整
備
に
向
け
て
、
関

係
団
体
及
び
民
間
の
協

力
を
得
て
早
急
に
対
応

す
べ
き
で
は
。

答
　
町
内
の
関
係
団

体
と
も
協
議
し
な
が
ら

美
幌
町
の
立
地
条
件
や

観
光
資
源
に
適
し
た
宿

泊
施
設
の
誘
致
に
全
力

で
取
り
組
む
。「
複
合

施
設
の
ま
ち
な
か
賑
わ

い
整
備
」
は
選
択
肢
の

１
つ
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
情
勢
を
見
極
め

な
が
ら
美
幌
町
に
相
応

し
い
取
組
を
総
合
的
に

判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

社
会
教
育
施
設
等
長
寿
命
化
計
画

改
修
計
画
は

問　

令
和
４
年
３
月

策
定
の
美
幌
町
社
会
教

育
施
設
等
長
寿
命
化
計

画
期
間
内
に
お
け
る
マ

ナ
ビ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
博
物
館
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
含
め
た
１3
施
設
の
具

体
的
な
改
修
計
画
は
。

答
　
マ
ナ
ビ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
は
陶
芸
窯
の

年
次
的
な
更
新
及
び
玄

関
ス
ロ
ー
プ
屋
根
の
雨

漏
り
修
繕
を
実
施
す
る
。

図
書
館
は
老
朽
化
が
進

み
施
設
機
能
も
不
足
し

て
お
り
、
現
在
新
た
な

図
書
館
整
備
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
る
。

博
物
館
は
屋
根
及
び
外

壁
な
ど
の
修
繕
を
令
和

７
年
度
ま
で
の
計
画
で

年
次
的
に
進
め
る
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
自
立
壁
の
耐
震
補

強
や
旧
ボ
イ
ラ
ー
煙
突

の
撤
去
な
ど
と
併
せ
て

改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

農
家
支
援　

 

問　
今
後
の
種
イ
モ
確
保
対
策
は

馬
場

　

博
美
議
員

答

関
係
機
関
と
十
分
連
携
し
て
種
イ
モ

確
保
に
努
め
た
い

図書館
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問　
平
野
町
長
は
平
成

3１
年
４
月
の
町
長
選
で

当
選
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

町
政
を
担
っ
て
い
る
が
、

令
和
２
年
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
猛
威
を
振
る
い
始
め

全
国
規
模
の
災
害
と
も

い
え
る
社
会
現
象
が
続

い
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も
町
政
を
停
滞

さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
選
挙
公
約
で
あ

る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達

成
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
選
挙
公
約
で
あ

る「
町
長
の
重
点
政
策
」

は
「
美
幌
の
活
力
を
高

め
、
次
代
に
つ
な
げ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

の
た
め
、「
子
育
て
支

援
」、「
教
育
」、「
福
祉
」

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の

幼
稚
園
、
保
育
園
に
お

け
る
給
食
費
の
無
償
化

な
ど
、
42
の
施
策
を
掲

げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
の
う
ち
36
の
施
策
は

既
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
未
実
施
と
な
っ

て
い
る
６
つ
の
施
策
は

新
年
度
に
取
り
組
む
予

定
で
あ
り
、
宿
泊
施
設

の
誘
致
は
最
優
先
課
題

と
し
て
全
力
で
取
り
組

む
。
任
期
中
最
後
の
本

格
予
算
と
な
る
令
和
４

年
度
は
「
町
長
の
重
点

政
策
」
の
推
進
に
加
え

て
、「
移
住
相
談
拠
点

整
備
」
を
通
じ
た
移
住

促
進
と
関
係
人
口
の
創

出
に
よ
り
、
事
業
間
の

連
携
や
相
乗
効
果
と
継

続
性
及
び
発
展
性
の
あ

る
事
業
を
展
開
し
、「
ひ

と
が
つ
な
が
る
」、「
み

ら
い
へ
つ
な
げ
る
」
施

策
を
着
実
に
実
行
し
て

ま
い
り
た
い
。

美
幌
高
校

支
援
拡
充
策
は

問　

令
和
３
年
９
月
、

北
海
道
教
育
委
員
会
は

令
和
４
年
度
か
ら
６
年

度
に
お
け
る
公
立
高
等

学
校
配
置
計
画
案
を
発

表
し
、
美
幌
高
等
学
校

に
お
い
て
は
令
和
５
年

度
よ
り
農
業
科
２
学
級

を
１
学
級
と
し
「
未
来

農
業
科
」
に
再
編
す
る

と
公
表
し
た
。
ま
た
、

普
通
科
２
間
口
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
と
な
っ

て
お
り
間
口
削
減
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
美
幌

町
に
お
け
る
支
援
拡
充

策
は
。

答
　
令
和
３
年
度
に

実
施
し
た
寄
宿
舎
運
営

費
や
生
徒
募
集
経
費
、

学
習
環
境
整
備
や
魅
力

発
信
事
業
へ
の
補
助
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸

与
な
ど
の
支
援
に
加
え

て
、
道
外
生
徒
の
帰
省

費
補
助
、
外
部
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
魅
力
化

サ
ポ
ー
ト
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
利
用
料
補
助
の

１
年
生
へ
の
拡
大
を
実

施
す
る
。
生
徒
確
保
の

た
め
に
は
何
よ
り
美
幌

高
等
学
校
を
生
徒
・
保

護
者
に
知
っ
て
も
ら
い
、

魅
力
の
あ
る
学
校
に
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
美
幌
高
等
学

校
を
先
頭
に
美
幌
高
等

学
校
教
育
振
興
対
策
協

議
会
・
町
が
連
携
し
一

丸
と
な
っ
た
取
組
を
進

め
、
１
人
で
も
多
く
の

入
学
者
を
確
保
し
、
町

内
唯
一
の
高
等
学
校
が

存
続
・
発
展
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
。
　

町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト　

 

問　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
達
成
に
向
け
て
の
進
め
方
は

伊
藤

　

伸
司
議
員

答

6
つ
の
未
実
施
施
策
は
新
年
度
に
取
り
組
むマニフェスト

美幌高校
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問　

感
染
の
発
生
原

因
、
症
状
の
程
度
、
治

療
場
所
な
ど
感
染
が
広

が
ら
な
い
対
処
に
つ
い

て
議
会
に
適
宜
報
告
が

で
き
な
い
か
。

答
　
北
海
道
と
市
町

村
が
役
割
を
分
担
し
な

が
ら
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
と
法
律
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
感
染

の
発
生
原
因
や
状
況
、

情
報
の
公
表
は
北
海
道

が
責
任
を
持
っ
て
住
民

に
行
っ
て
い
る
。
そ
の

う
え
で
町
民
へ
お
知
ら

せ
す
べ
き
感
染
対
策
や

心
構
え
な
ど
を
報
道
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
告

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。感

染
対
策
の
早
期
実
施
は

問　

感
染
対
策
と
し

て
予
定
し
て
い
る
予
算

は
今
執
行
す
べ
き
で
は
。

答
　
感
染
防
止
と
町

内
経
済
、
町
民
生
活
を

守
る
た
め
、
必
要
な
対

策
を
実
行
す
べ
き
と
き

に
は
、
財
政
調
整
基
金

を
投
入
す
る
な
ど
機
動

的
に
対
処
し
て
い
く
。

事
業
支
援
金
の
対
策
は

問　

な
ぜ
社
会
福
祉

事
業
者
は
コ
ロ
ナ
対
策

感
染
予
防
事
業
支
援
金

の
対
象
と
な
ら
な
い
の

か
。

答
　
対
象
者
は
中
小

企
業
基
本
法
に
定
め
る

中
小
企
業
者
を
要
件
と

し
て
い
る
。
社
会
福
祉

法
人
は
社
会
福
祉
事
業

者
を
対
象
と
し
た
国
の

直
接
的
な
補
助
制
度
に

よ
る
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル

早
期
発
見
は

問　

コ
ロ
ナ
フ
レ
イ

ル
の
早
期
発
見
は
医
療
、

介
護
の
対
策
と
し
て
も

重
要
な
要
素
で
は
。

答
　
介
護
予
防
の
観

点
か
ら
も
フ
レ
イ
ル
対

策
は
重
要
と
認
識
し
て

お
り
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

相
談
・
訪
問
支
援
業
務

を
は
じ
め
民
生
委
員
に

よ
る
高
齢
者
宅
へ
の
訪

問
、
保
健
師
に
よ
る
健

康
相
談
な
ど
を
通
じ
、

生
活
支
援
や
運
動
支
援
、

栄
養
指
導
な
ど
の
フ
レ

イ
ル
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
へ
の
対
応
は

問　

食
生
活
で
の
栄

養
確
保
、
体
力
減
退
を

防
ぐ
運
動
の
推
進
、
人

と
人
の
健
幸
維
持
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の
創

設
が
必
要
で
は
。

答		

ま
ず
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
に

向
け
た
対
策
な
ど
を

し
っ
か
り
講
じ
て
い
く
。

立
地
適
正
化
計
画

方
針
変
更
の
理
由
は

問　

以
前
質
問
し
た

と
こ
ろ
計
画
策
定
の
考

え
は
な
い
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
な
ぜ
方
針

を
変
更
し
た
の
か
。

答
　
市
街
地
の
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
に
は
街

並
み
や
市
街
地
の
施
設

配
置
の
再
評
価
を
行
い
、

予
定
さ
れ
る
公
共
施
設

の
配
置
、
核
と
な
る
施

設
の
検
討
な
ど
の
対
策

が
必
要
で
あ
り
、
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
し
、

国
の
財
政
支
援
を
受
け

て
進
め
て
い
き
た
い
。

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
公
募
は

問　

国
は
脱
炭
素
先

行
地
域
の
公
募
を
始
め

た
が
、
町
の
見
解
は
。

答
　
一
定
の
整
理
が

で
き
た
時
点
で
判
断
を

し
た
い
。

観
光
事
業
予
算

費
用
対
効
果
は

問　

収
益
事
業
と
し

て
町
税
執
行
の
費
用
対

効
果
は
。

答
　
具
体
的
な
統
計

資
料
は
無
い
が
、体
験
・

滞
留
型
観
光
や
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
た
美
幌
町
の

魅
力
発
信
と
認
知
拡
大

に
よ
る
効
果
は
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
費
用
対

効
果
な
ど
で
は
推
し
測

れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

問　
感
染
拡
大
の
対
処
に
つ
い
て
議
会
へ
報
告
で
き
な
い
か

松
浦

　

和
浩
議
員

答

感
染
の
発
生
原
因
や
状
況
、
情
報
の
公
表
は

北
海
道
が
責
任
を
持
っ
て
住
民
に
行
っ
て
い
る
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問　

美
幌
町
で
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
設
備
の

ハ
ー
ド
面
は
整
備
で
き

た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
す
る
教
員
側

の
対
応
が
難
し
く
、
学

級
閉
鎖
時
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
実
施
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
環
境

づ
く
り
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
な
ど
の
人
材
確
保
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
円

滑
に
行
う
教
員
の
ス
キ

ル
が
必
要
で
あ
る
が
、

道
内
で
も
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
を
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
募
集
す

る
教
育
委
員
会
が
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
募
集
な
ど
の
方
策
は
。

答
　
学
校
現
場
で
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
長
け
て
い
る

教
員
を
中
心
に
校
内
で

の
研
修
を
積
み
重
ね
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も

専
門
業
者
に
よ
る
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
を
設
置
し
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
取
扱

い
や
学
習
活
動
実
施
に

お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
業
務

の
推
進
も
１
つ
の
手
法

で
あ
り
、
美
幌
町
に

あ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
推
進
方
策
を
見
い

出
し
た
い
。

移
住
定
住
促
進

支
援
策
の
拡
充
は

問　

美
幌
町
で
は
移

住
希
望
者
の
た
め
、
起

業
支
援
、
店
舗
の
経
営

強
化
支
援
、
新
規
就
農

支
援
、
医
療
従
事
者
・

介
護
従
事
者
の
就
業
支

援
、
住
宅
新
築
時
の
町

産
材
活
用
支
援
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入

支
援
、
妊
産
婦
の
各
種

支
援
、
子
育
て
一
時
預

か
り
支
援
、
子
ど
も
医

療
費
支
援
と
多
彩
な
支

援
策
が
用
意
さ
れ
て
い

る
が
、
移
住
を
希
望
し

て
い
る
方
が
一
歩
踏
み

出
す
こ
と
の
で
き
る
支

援
策
の
拡
充
は
。

答
　
令
和
４
年
度
は

移
住
相
談
拠
点
の
整
備

と
運
営
を
委
託
し
て

「
仕
事
の
魅
力
」
な
ど

の
３
つ
の
取
組
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
交
流
人

口
及
び
関
係
人
口
を
創

出
し
、
移
住
定
住
の
促

進
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
令
和
３
年
度
か
ら

新
た
に
空
き
家
の
取
り

壊
し
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
取
り
壊
し
後
２

年
以
内
に
住
宅
を
新
築

さ
れ
る
方
を
対
象
に
通

常
の
取
り
壊
し
支
援
で

あ
る
「
一
般
型
」
よ
り

も
更
に
補
助
額
を
加
算

し
た
「
新
築
型
」
と
し

て
重
点
的
な
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。

新
た
な
農
業
の
担
い
手

半
農
半
X
の
推
進
は

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

普
及
に
よ
り
都
会
で
の

仕
事
を
田
舎
で
行
う

ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
低

く
な
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
Ｊ
Ａ
び
ほ
ろ
を
は

じ
め
農
業
関
係
機
関
と

連
携
し
、「
半
農
半
Ｘ
」

を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
は
。

答
　
美
幌
町
に
お
け

る
新
規
就
農
者
の
育
成

は
、
約
１
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
有
す
る
地
域
農
業

の
現
状
に
即
し
た
農
地

の
流
動
化
と
生
産
基
盤

の
維
持
発
展
を
促
進
す

る
た
め
、
優
良
経
営
を

さ
れ
て
い
た
離
農
者
か

ら
経
営
を
引
き
継
ぐ
専

業
農
家
の
育
成
を
優
先

的
に
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
状
で
は
半
農

半
Ｘ
の
新
規
就
農
者
を

育
成
す
る
考
え
は
な
い
。

学
校
I
C
T
教
育 

問　
学
校
I
C
T
支
援
員
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
募
集
し
て
は

上
杉

　

晃
央
議
員

答

美
幌
町
に
あ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
推
進
方
策
を
見
い
出
し
た
い

移住定住ガイドブック
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問　

昨
年
末
に
令
和

２
年
国
勢
調
査
結
果

の
確
定
値
が
公
表
さ

れ
、
美
幌
町
の
人
口
は

１
万
８
千
6
9
7
人
、

前
回
（
平
成
27
年
）
調

査
か
ら
１
千
5
9
9

人
（
７
．
９
％
）
の
減

少
と
な
っ
た
。
平
野
町

政
の
仕
上
げ
の
４
年
目

を
迎
え
、
ど
の
よ
う
な

観
点
か
ら
町
の
舵
取
り

を
し
て
い
く
の
か
。

答
　
国
勢
調
査
の
結
果

は
「
第
２
期
美
幌
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
お
い

て
も
ほ
ぼ
同
様
の
推
計

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
。

任
期
中
で
最
後
の
本
格

予
算
と
な
る
令
和
４
年

度
は
「
町
長
の
重
点
政

策
」
の
着
実
な
実
施
に

加
え
て
「
移
住
相
談
拠

点
の
整
備
」
を
通
じ
て

移
住
促
進
と
関
係
人
口

の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

人
口
減
少
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
事

業
と
の
連
携
や
相
乗
効

果
、
さ
ら
に
は
継
続
性

及
び
発
展
性
の
あ
る
事

業
展
開
を
図
り
「
次
世

代
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
な
ぎ
、
美
幌

町
の
未
来
を
切
り
拓
い

て
ま
い
り
た
い
。

町
道
の
安
全
管
理

大
正
橋
の
管
理
体
制
は

問　

大
正
橋
を
通
過

す
る
交
通
量
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

多
く
の
町
民
が
一
日
も

早
い
整
備
を
求
め
て
い

る
が
町
の
考
え
は
。

答
　
橋
梁
の
架
替
え

に
は
多
額
の
事
業
費
と

車
両
通
行
の
確
保
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、

橋
梁
前
後
の
道
路
も
交

通
安
全
対
策
と
し
て
線

形
改
良
の
検
討
を
行
う

な
ど
、
橋
と
道
路
一
体

と
な
っ
た
整
備
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

現
状
の
交
通
量
や
求
め

ら
れ
る
橋
梁
・
道
路
整

備
な
ど
の
事
業
規
模
か

ら
、
道
道
昇
格
に
よ
る

事
業
着
手
が
相
応
し
い

と
考
え
て
お
り
、
網
走

建
設
管
理
部
主
催
の
社

会
資
本
整
備
推
進
会
議

に
お
い
て
道
道
昇
格
の

要
望
を
継
続
し
て
い
る
。

本
路
線
は
大
型
車
両
を

含
め
交
通
量
が
多
い
重

要
路
線
と
認
識
し
て
お

り
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
防

止
の
た
め
頻
繁
に
砂
散

布
を
行
い
、
幅
が
狭
く

な
ら
な
い
よ
う
グ
レ
ー

ダ
ー
に
よ
る
路
面
整
正

に
努
め
る
と
と
も
に
、

大
正
橋
前
の
カ
ー
ブ
に

は
路
面
が
滑
る
旨
の
看

板
を
設
置
し
注
意
喚
起

を
図
っ
て
い
る
。

教
員
住
宅
の
管
理

運
用
方
法
は

問　

教
職
員
の
管
理

職
は
学
校
敷
地
内
の
住

宅
に
住
ん
で
い
る
が
、

築
30
年
か
ら
40
年
を
超

え
る
住
宅
が
大
半
を
占

め
て
い
る
。
建
替
え
を

す
る
考
え
は
。
ま
た
、

管
理
職
が
学
校
の
敷
地

内
居
住
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
。

答
　
入
居
を
義
務
付

け
る
明
文
化
さ
れ
た
も

の
は
な
い
が
、
全
小
中

学
校
の
校
長
・
教
頭
が

入
居
し
て
い
る
。
ま
た
、

建
築
か
ら
30
年
以
上
経

過
し
て
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
令
和
元

年
度
の
旭
小
学
校
教
頭

住
宅
を
は
じ
め
と
し
て
、

建
築
年
や
住
宅
の
損
傷

程
度
を
考
慮
し
な
が
ら

毎
年
度
計
画
的
に
修
繕

を
進
め
て
お
り
、
建
替

え
の
考
え
は
な
い
。

町
長
の
政
治
姿
勢 

問　
令
和
2
年
国
政
調
査
の
結
果
へ
の
対
応
は

稲
垣

　

淳
一
議
員

答

重
点
施
策
「
移
住
相
談
拠
点
の
整
備
」
を
通
じ
て

移
住
促
進
と
関
係
人
口
の
創
出
を
図
っ
て
い
く

移住相談拠点整備
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問　

第
６
波
感
染
拡

大
は
町
民
生
活
や
健
康
、

広
範
な
営
業
活
動
に
深

刻
な
打
撃
を
与
え
て
い

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

答
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

は
感
染
力
が
非
常
に
強

い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ

と
か
ら
町
民
の
皆
様
に

は
引
き
続
き
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
感
染
対
策

の
徹
底
を
お
願
い
し
た

い
。自

宅
療
養
者
の
健
康
観
察
は

問　

美
幌
町
に
は
保

健
所
が
な
い
が
、
自
宅

療
養
者
に
対
す
る
毎
日

の
健
康
観
察
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
北
見
保
健
所
職

員
が
健
康
状
態
を
確
認

し
て
い
る
が
、
保
健
所

職
員
に
よ
る
対
応
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興

局
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

近
隣
市
町
の
保
健
師
な

ど
を
北
見
保
健
所
へ
派

遣
し
対
応
し
て
い
る
。

定
期
検
査
の
実
施
は

問　

１2
歳
未
満
児
の

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
や
子

ど
も
の
感
染
が
保
護
者

の
就
労
を
阻
害
す
る
こ

と
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
国
や
北
海
道
に
対

し
て
教
職
員
へ
の
週
１

回
程
度
の
定
期
検
査
を

求
め
る
と
と
も
に
、
町

独
自
で
も
定
期
検
査
を

実
施
す
べ
き
で
は
。

答
　
国
保
病
院
に
お

い
て
３
月
15
日
か
ら
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
開
始
す

る
。
ま
ず
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
進
め
、
町
独
自

に
よ
る
定
期
検
査
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。

１2
歳
未
満
児
世
帯
へ
の
配
布
は

問　

美
幌
町
で
も
１2

歳
未
満
児
世
帯
へ
の
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布

に
踏
み
切
る
べ
き
で
は
。

答		

感
染
状
況
が
安
定

す
る
ま
で
、
町
民
の
皆

様
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て

年
齢
に
関
係
な
く
希
望

者
に
配
布
し
て
い
る
。

事
業
者
支
援
金
の
改
善
は

問　

収
入
が
大
き
く

減
少
し
た
事
業
者
を
支

援
す
る
制
度
が
「
事
業

主
が
被
扶
養
者
の
場
合

は
非
該
当
」
と
な
っ
て

い
る
。
改
善
す
べ
き
で

は
。

答		

商
工
会
議
所
と
も

十
分
に
協
議
を
重
ね
、

対
象
者
は
中
小
企
業
者

の
う
ち
事
業
収
入
で
生

計
を
営
ん
で
い
る
事
業

主
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
制
度
化
し
た
の
で
ご

理
解
願
い
た
い
。

学
校
女
子
ト
イ
レ

生
理
用
品
の
配
置
は

問　

学
校
女
子
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
の
配
置

を
求
め
る
声
を
紹
介
し

て
き
た
が
、
従
来
ど
お

り
保
健
室
で
支
給
す
る

方
針
を
踏
襲
す
る
根
拠

は
。
ま
た
、
子
ど
も
の

権
利
条
約
に
即
し
て
学

校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
配
置
す
べ
き
で
は
。

答
　
新
年
度
よ
り
試

行
的
に
各
小
中
学
校
の

女
子
ト
イ
レ
に
配
置
す

る
。
保
健
室
で
の
配
布

は
継
続
し
、
家
庭
や
心

身
の
状
況
も
把
握
し
な

が
ら
悩
み
や
心
配
事
の

相
談
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

国
の
補
助
金
活
用
は

問　

国
は
生
理
用
品

の
積
極
的
配
布
な
ど
で

女
性
活
躍
推
進
交
付
金

な
ど
の
活
用
を
進
め
て

い
る
が
、
美
幌
町
も
国

の
補
助
金
を
活
用
し
て

は
。

答
　
国
の
補
助
金
活

用
に
よ
る
配
布
を
今
後

検
討
し
た
い
。
民
生
児

童
委
員
の
協
力
の
も
と

実
態
把
握
に
努
め
、
女

性
に
寄
り
添
っ
た
支
援

の
輪
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
解
決
を
図
り
た
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

問　
第
6
波
感
染
拡
大
に
対
す
る
町
長
の
見
解
は

大
江

　

道
男
議
員

答

町
民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
感
染

対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
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問　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は

昨
年
１2
月
、
令
和
３
年

度
の
全
国
体
力
・
運
動

能
力
調
査
の
結
果
を
公

表
し
た
。
体
力
は
小
・

中
学
生
の
男
女
と
も
に

低
下
し
、
肥
満
割
合
が

増
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
行
動
制
限
で
運
動
時

間
が
減
少
し
た
こ
と
や
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
視

聴
時
間
が
延
び
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
美
幌
町
の

子
ど
も
達
の
体
力
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。
ま

た
、
今
後
の
取
組
は
。

答
　
美
幌
町
と
全
国

を
比
較
す
る
と
体
力
的

に
大
き
な
差
は
認
め
ら

れ
な
い
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
各
学
校
で
の
マ

ラ
ソ
ン
記
録
会
前
の
持

久
走
や
ど
さ
ん
子
元
気

ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

よ
る
縄
跳
び
な
ど
、
体

育
の
授
業
以
外
で
体

力
・
運
動
能
力
向
上
の

取
組
を
実
施
し
た
こ
と

に
よ
り
体
力
・
運
動
能

力
の
低
下
が
抑
え
ら
れ

た
と
考
え
て
い
る
。
調

査
の
分
析
か
ら
体
力
向

上
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

体
育
の
授
業
や
朝
学
習

時
間
・
休
み
時
間
に
お

け
る
運
動
量
の
確
保
や

家
庭
と
連
携
し
た
生
活

習
慣
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
部
活
動
・
少

年
団
活
動
を
奨
励
し
た

い
。
体
力
は
人
間
の
発

達
成
長
を
支
え
る
基
本

的
な
要
素
で
あ
り
活
動

の
源
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、健
康
維
持
や
意
欲
・

気
力
の
充
実
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
た

く
ま
し
く
生
き
ぬ
く
た

め
体
力
の
向
上
に
努
め

た
い
。

公
営
住
宅運

用
方
法
は

問　

住
み
や
す
く
、
人

が
集
ま
る
基
盤
を
つ
く

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
公

営
住
宅
の
空
室
状
況
な

ど
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
公
営
住
宅
に
空

室
が
あ
っ
て
も
２
カ
月

に
一
度
の
入
居
者
選
考

委
員
会
で
は
入
居
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
、
美

幌
町
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
も
希
望
が
叶
わ

ず
、
他
市
町
村
に
移
住

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

条
例
遵
守
、
公
平
性
の

確
保
は
必
要
で
あ
る
が
、

現
に
住
宅
確
保
に
困
っ

て
い
る
人
の
た
め
に
柔

軟
な
運
用
も
必
要
で
は
。

答
　
公
営
住
宅
空
室

状
況
は
窓
口
で
公
表
し

て
お
り
、
入
居
相
談
や

申
込
時
に
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
つ

い
て
も
実
施
し
た
い
。

公
営
住
宅
の
入
居
者
選

考
は
空
き
住
宅
の
清
掃

及
び
修
繕
に
一
定
の
期

間
を
必
要
と
し
、
申
込

者
が
希
望
す
る
団
地
や

階
数
に
入
居
可
能
な
住

宅
が
確
保
で
き
た
段
階

で
、
概
ね
２
カ
月
に
１

回
開
催
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
火

災
や
地
震
な
ど
自
然
災

害
に
よ
り
住
宅
を
滅
失

し
た
場
合
は
、
美
幌
町

営
住
宅
管
理
条
例
第
５

条
の
規
定
に
よ
り
公
募

を
行
わ
ず
に
随
時
入
居

の
判
断
を
し
て
い
る
。

教
育
行
政 

問　
美
幌
町
の
子
ど
も
達
の
体
力
は

坂
田

　

美
栄
子
議
員

答

全
国
と
比
較
す
る
と
体
力
的
に

大
き
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い

公営住宅
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問　

町
道
第
7
7
0

号
道
路
は
近
年
交
通
量

が
増
加
し
て
い
る
。
市

街
地
側
の
大
正
橋
手
前

付
近
の
道
路
は
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
お
り
、
冬
は

日
陰
に
な
り
ア
イ
ス

バ
ー
ン
で
大
変
危
険
な

状
態
に
あ
る
。
ま
た
、

大
正
橋
は
幅
員
が
狭
く
、

付
近
で
は
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
。
大
正

橋
の
架
替
え
並
び
に
町

道
第
7
7
0
号
道
路

改
良
の
取
組
と
今
後
の

対
応
は
。

答
　
交
通
量
の
増
加
、

大
正
橋
手
前
カ
ー
ブ
の

危
険
性
、
大
正
橋
の
幅

員
が
狭
い
こ
と
に
よ
る

危
険
な
状
態
は
認
識
し

て
お
り
、
ス
リ
ッ
プ
事

故
防
止
の
た
め
砂
散
布

を
行
い
、
幅
が
狭
く
な

ら
な
い
よ
う
グ
レ
ー

ダ
ー
に
よ
る
路
面
整
正

に
努
め
る
と
と
も
に
、

大
正
橋
手
前
の
カ
ー
ブ

に
は
看
板
を
設
置
し
注

意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。

車
両
の
よ
り
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
た
め
、

大
正
橋
の
架
替
え
並
び

に
町
道
第
7
7
0
号

の
改
良
が
必
要
で
あ
り
、

多
額
の
事
業
費
と
車
両

通
行
の
確
保
、
交
通
安

全
対
策
と
し
て
ど
の
よ

う
な
道
路
線
形
が
可
能

か
な
ど
、
橋
と
道
路
一

体
と
な
っ
た
検
討
・
整

備
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
令
和
４
年
２

月
10
日
開
催
の
社
会
資

本
整
備
推
進
会
議
で
道

道
昇
格
の
要
望
を
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
い
く
。

窓
口
機
能
充
実
強
化

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
は

問　

新
庁
舎
建
設
に

よ
り
分
散
化
は
解
消
さ

れ
た
が
、
転
入
届
を
提

出
す
る
場
合
、
水
道
、

国
民
健
康
保
険
、
児
童

手
当
、
学
校
転
入
な
ど

の
手
続
き
に
別
々
の
窓

口
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
複
数
の
手
続

き
が
一
度
で
済
む
「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
の
導
入
は
。
ま
た
、

書
く
手
間
を
省
き
、
印

刷
さ
れ
た
書
面
を
本
人

が
確
認
し
て
署
名
を
す

れ
ば
手
続
き
が
完
了
す

る
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
導
入
は
。

答
　
来
庁
の
お
客
様

が
移
動
せ
ず
担
当
す
る

複
数
の
職
員
が
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら

対
応
す
る
よ
う
窓
口
改

善
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
。「
書
か
な
い
窓
口
」

は
北
見
市
を
は
じ
め
他

の
先
進
自
治
体
の
視
察

を
行
い
検
討
し
て
き
た

と
こ
ろ
。
来
庁
の
お
客

様
の
さ
ら
な
る
負
担
軽

減
の
手
法
に
つ
い
て
引

き
続
き
検
討
し
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化

方
向
性
は

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
さ
ら
に
経
済
が
縮
小

し
て
い
る
。
観
光
政
策

も
含
め
た
中
心
市
街
地

活
性
化
の
方
向
性
は
。

答
　
商
工
会
議
所
や
連

合
商
店
会
と
意
見
交
換

を
行
い
、
商
店
街
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

設
置
に
対
す
る
支
援
や

商
店
街
を
担
う
若
者
を

対
象
に
先
進
地
へ
の
視

察
や
先
進
地
か
ら
講
師

を
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
に
継
続
し

て
支
援
し
、
商
店
街
で

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
取
組
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
、
活
性
化
に
何

が
必
要
な
の
か
導
き
出

し
て
い
け
る
よ
う
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
。
美
幌

町
の
立
地
条
件
や
観
光

資
源
に
適
し
た
宿
泊
施

設
の
誘
致
を
含
め
、
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

町
道
改
良　 

問　
大
正
橋
の
架
替
え
並
び
に
町
道
第
7
7
0
号
道
路
改
良
は

髙
橋

　

秀
明
議
員

答

多
額
の
事
業
費
と
車
両
通
行
の
確
保
な
ど

橋
と
道
路
一
体
と
な
っ
た
検
討
・
整
備
が
望
ま
し
い大正橋
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タブレット端末を導入します

・平成	30 年	 3月	 議会運営委員会クラウドシステム研修会（斜里町議会）
・平成	30 年	 4月	 議会運営委員会行政視察
	 	 	 （神奈川県寒川町議会及び南足柄市議会）
・令和	 3 年	 8月	 議会改革・調査研究特別委員会設置
・令和	 3 年	 9月	 デモンストレーション（会議システム操作体験）
	 	 	 実施
・令和	 3 年	11月	 ＩＣＴ導入委員会設置
・令和	 3 年	12月	 デモンストレーション（会議システム操作体験）
	 	 	 実施、会議（文書共有）システム及びタブレット
	 	 	 端末導入方針決定

導 入 に 向 け た 取 組 経 過

【内訳】	 ・備品購入費（タブレット端末機）
	 　iPad	Pro（128GB　12.9 インチ　Wi-Fiモデル）
	 　40 台（議員分14台・職員分24台・予備 2台）×151,250 円	 605 万円
	 ・消耗品費（タブレット端末アクセサリー）
	 　Apple	Pencil　40 本×15,950 円	 63万 8千円
	 　端末機カバー　40ケ×11,800 円	 47 万 2千円
	 ・使用料及び賃借料
	 　システムライセンス利用料金・クラウドサービス利用料金	 1式　80万 8百円
	 ・委託料
	 　操作研修委託料	 1式　27 万 5千円
	 ・修繕料
	 　議場内ＯＡフロアコンセント増設	 1式　44万円

※　世界的な半導体不足により、導入しようとするタブレット端末の納期が年度内に見込める状況
　　にはないことから、予算を翌年度に繰り越して納入手続を行います（繰越明許費といいます）。

議 会 Ｉ Ｃ Ｔ 推 進 事 業 　 総 事 業 費 ８ ６ ７ 万 ６ 千 円

　令和４年２月７日に開催されました令和４年第２回美幌町議会臨時会において、新型コロナウイルス
感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、感染症の流行時においても正常な議会、会議の運営が可能な
環境を整えるとともに、ペーパーレス化による資料の一元管理と情報共有など、会議の効率化を図るため、
会議（文書共有）システム及びタブレット端末の導入にかかる予算を可決しました。
　美幌町議会では、令和３年８月５日に「議会改革・活性化調査研究特別委員会」を設置し、コロナ禍
に関わらず住民とのコミュニケーションを確保することや議会の情報発信など議会機能を十分に発揮す
るために議会ＩＣＴ化に向けた協議を進め、１２月に議会として会議（文書共有）システム及びタブレッ
ト端末を導入する方針を決定したところです。
　紙資源などの環境に配慮するだけでなく、議員が集まることができないコロナ禍や災害時などの緊急
事態が生じたオンライン会議での使用や定例会、常任委員会など、あらゆる議会活動を目的としています。
　議会のデジタル化により情報共有と発信を強化し、町民との懇談においても議論が深められるよう議
会活動に活用してまいります。
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会議（文書共有）システム及び
　「開かれた議会」のなお一層の実現と、効率的で迅速な議会運営、議会の活性化など、さらなる議
会改革により町民に信頼される議会とするため、その有効手段の１つとして議会におけるＩＣＴ技術の
積極的活用を推進する。

目　　　　的

◆効率化・活性化など議会改革を積極的に推進する。
◆ＩＣＴを積極的に活用した新たな議会運営を行う。
◆議会への町民の参加機会の拡大と関心の向上を図る。
◆議会情報をわかりやすく町民に提供する。

基 本 的 な 考 え 方

◆議会運営の効率化
　・システム上には過去の議案や資料を含めて収納され、インターネット上にて会議録や各種行政情報も
　　検索できることから、タブレットを用いて議案審議が効率的に進められる。
　・災害時などにオンライン会議で情報共有や意思決定が可能となる。
◆迅速な情報伝達及び共有化
　・電話、ＦＡＸ、郵送によることなく、議案、
　　資料及び各種通知文書が電子データで各議員に
　　送られるので、情報が詳細に即時に伝わる。
◆町民に対する説明の明確化
　・タブレットは持ち運びが容易で、資料なども
　　カラーで閲覧できるので、町民に対する説明を
　　明確に行える。
◆議会開催事務の効率化及び経費削減
　・議案、資料及び各種通知文書が電子データで
　　各議員に送られるので、印刷・製本などの作業
　　が不要となり、他の業務に時間を充てられる。

活 　 用 　 方 　 法

　デジタル化の流れは議会にとどまらず、世界的な流れとなって
おり、美幌町議会にとってもデジタル化が進むことで、これまで
解決できなかった課題や取組に可能性が生まれ、より身近な議会
を目指すことができると考えております。また、地球環境への負
荷低減につなげるため、ペーパーレス化が求められています。
　このことから、議会ＩＣＴ化を着実に進めてまいります。
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◆自走式二軸破砕機
　6,138万円

◆油圧ショベル
　2,035万円

動 産 の 取 得

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

あ
と
が
き

▼
今
冬
は
雪
が
多
く
除
雪

作
業
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
振
る
い
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
、
手
指
消
毒
、マ

ス
ク
着
用
な
ど
感
染
予
防
対

策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
北
京
冬
季
五
輪
で
は
一
戸

誠
太
郎
選
手
と
石
田
正
子

選
手
が
日
本
代
表
と
し
て
出

場
し
、
世
界
の
強
豪
と
競
い

合
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
多

く
の
町
民
に
勇
気
や
感
動
を
、

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を

与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
予
算
を
議
決

し
ま
し
た
。
町
民
福
祉
の
充

実
に
役
立
つ
よ
う
行
政
の
執

行
を
監
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　	

（
晃
央
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
馬
場
　
博
美

　
副
委
員
長
　
　
戸
澤
　
義
典

　
委
　
　
員
　
　
岡
本
美
代
子

　
委
　
　
員
　
　
上
杉
　
晃
央

　
委
　
　
員
　
　
髙
橋
　
秀
明

　定例会は年４回（３月・６月・
９月・12 月）開かれ、議場入
口にある受付票に住所及び氏名
を記入いただければ、どなたで
も議会を傍聴できます。

　本会議開会中のライブ中継や常任委員
会の開催日などもお知らせしています。
　美幌町ホームページから「美幌町議
会」をご覧ください。
ＱＲコードから
アクセスできます
                    こちら→日程が正式に決まり次第、町

ホームページなどでお知らせ
します。

議会を傍聴しませんか 議会ホームページもご覧ください

◆一般会計
・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した６事業		3,518万8千円
　【内訳】公共交通事業者支援事業	 220万円
　　　　　検査キット配付事業	 163万4千円
　　　　　牛乳消費拡大推進事業	 183万8千円
　　　　　温泉施設牛乳無料提供事業	 84万円
　　　　　美幌峠レストハウス改修事業		2,000万円
　　　　　議会ＩＣＴ推進事業	 867万6千円	（詳細は18ページに掲載しております）

◆令和３年度美幌町一般会計補正予算
・子育て世帯への臨時特別給付金の年内一括給付のため 1億1,599万4千円
・北京２０２２オリンピック冬季競技大会選手支援のため	 71万1千円

専 決 処 分 の 承 認

◆工事請負契約の一部変更（美幌町役場庁舎駐車場整備工事） 1億1,776万6千円
◆町道５１４号道路上の車両破損事故による損害賠償 7万6,160円

専 決 処 分 の 報 告

◆一般会計
・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業	 2億8,316万4千円
・ふるさと寄附金にかかる関連経費	 7,935万3千円
・新型コロナウイルス感染予防対策支援事業補助金	 50万円

補 正 予 算

補 正 予 算

すべて原案どおり承認、可決、報告完了しました。
主な内容は次のとおりです。

原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

1月臨時会

2月臨時会


